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１．「通常総会の開催について」 

第１０回通常総会が下記のとおり開催されますので、是非多くの出席をお待ちしております。 

記 

１．日 時：平成２６年５月２５日（日） １６時から 

２．場 所：レセプションハウス 名古屋逓信会館 ６階蘭の間 

      〒451-0046名古屋市西区牛島町5番6号 TEL 052-551-5111 

＊後日、ＦＡＸ及びメールでご案内させていただきますのでよろしくお願いします。 

 ２．「自家用車積載車の有償運送許可証に係る研修会の開催について」 

既に、ご連絡させて頂いております標記について、下記の通り開催しますので 
５月７日（水）までにＦＡＸまたはメールをよろしくお願いいたします。 

記 

１．開催日時：平成２６年６月１日（日）午前１０時００分～午後４時００分 

２．開催場所：イサム塗料㈱ 名古屋支店 

名古屋市西区こも原町８２（TEL：０５２－５０２－０１３６） 

３．「２６年度車体整備士の養成講習受講生募集について」 

既に、ご連絡させて頂いております標記について、２６年度の事業計画に基づき車体 

整備士の養成講習を例年通り小牧教育センターにおいて、本年１０月中旬頃に開催したい 

と考えております。 

しかし、例年受講希望者が少なく開講が危ぶまれる状況が続いていることから、事前 

に受講希望者数の把握をしたいと考えておりますので、受講を希望される方は 

４月３０日（水）までに事務局までＦＡＸをよろしく願います。 

 
  第４回目は、尾張北部に位置する尾北支部の紹介です。 

尾北方面の重鎮で信頼の厚い扶桑鈑金工業所の佐橋支部長より紹介をしていただきます。 

尾北支部の紹介 

   尾北支部の特徴は、ナンといっても仲が良く団結力 

があり新旧交代もスムーズに進んいると語る 

佐橋支部長。先日、私も出席させて頂いた広島、 

尾道への尾北支部研修旅行では、塗装設備関連の 

アンデックスを見学に１０組合員が参加し和気あい 

あいと楽しいひとときを過ごさせて頂きました。 

尾北支部は、１４組合員から構成されています。 

愛知県尾張北部に位置する尾北支部は、小牧市を 

中心に犬山市、江南市、岩倉市及び扶桑町と５つの広い地域から構成されています。 



新コーナー：愛車協と賛助会員とのふれあいのあったトピックスを随時掲載します。 
  塗料・鈑金工具・整備機器を扱っている南区の 

 「(株)堀内」 賛助会員の斡旋で快晴の３月９日（日） 

鈑金・塗装・整備関連の最新設備情報のマルテー創業 

１００周年謝恩イベントとしての「大阪マルテー祭」に 

貸し切りバスで多くの組合員と参加してきました。 

会場内は、熱心に説明を聞いている人々で埋め尽く 

されて熱気に溢れていました。 

 
知っていても損はしない。少―しは、得をする情報を簡単に紹介するコーナーです。 

  第４回目は、「就業規則」です。 

  就業規則とは、使用者が定める職場規律や労働条件に関する規律類です。 

常時１０人以上の従業員（正社員だけでなくパート等も含む）を使用している事業場では、 

就業規則を作成し、従業員の過半数を代表する者の意見書を添えて、所轄労働基準監督署長 

に届け出なければなりません。 

なお、就業規則を変更した場合も届け出なければなりません。 

 
整備新聞（３月１０日付け）で既にご存じのように、連合会に対し意見・要望をしたとこ 

ろですが、更に３月末日、連合会に対して中部地区自動車車体整備協同組合連合会として 

・「全国専務理事会議の開催について」 

・「連合会の賦課金について（案）・連合会の賦課金算定についての提言」 

・「連合会の賦課金の一部免除について」        をまとめて文書で提案しました。 

  
・新コーナーで、リペアアイデア大募集します。 

自分で考案した自慢のリペアを皆さまに報告する場です。過去のものでもＯＫ。 

写真だけでもＯＫ。ドシドシ披露して下さい。 

（この案は、最近入会されました賛助会員様からの提案です。） 

また、この春から組合員様に入社された新入社員の掲載をしますので奮ってご応募下さい。 

ＦＡＸ、メール等で写真付きでドシドシお寄せ下さい。お待ちしております。 

 

  ウキウキ・ワクワクする大～好きな「春」が訪れました。 

私の大好きな言葉「冬は必ず春となる。」（どんな極寒な冬でも必ず暖かな春が訪れる。） 

どんな苦しく辛い時期でも、必ず乗り越え好転して素晴らしき日が訪れる喩えである。 

車体整備業界、今が試練の時であっても、必ず一光が射し込む時が必ず訪れると、確信を 

しております。   ほらほら  (^o^)  もう直ぐそこまできていますよ (^o^) （ｙ.ｍ） 




